


































Die Logo-phenomenologische Struktur von Kojiki（Ⅱ）
― die Quelle der Zeit und die Geschichtliche Welt ―
Shigeo SHIMIZU
2020年11月19日受付；2020年4月1日受理























































































































































































































































































































































































 ἡ ψυχή ἐστιν ἐντελέχεια ἡ πρώτη σώματος 
φυσικοῦ δυνάμει ζωὴν ἔχοντος．34）
























































































































のである．したがって，ἡ πρώτη σώματος 




　 か く し て，<ἡ ψυχή ἐστιν ἐντελέχεια ἡ 






















































































































































































































ἐστιν ἐντελέχεια ἡ πρώτη σώματος 
φυσικοῦ δυνάμει ζωὴν ἔχοντος>という定義
とまったく同じ形式で，<εἴη ἂν ἐντελέχεια 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 歴史性・国家　←　生命の世界　←（場所の中で）動くこと ← 場所（空間）
　　　　　　  ⇒　　　　　　　　　　　　　　　 　<物質的自然界>　⇒
　　　　オオクニヌシノ命　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤマタノオロチ
　　　　　　　―　「有るもの（主語）が有る（述語）」の世界　―










































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3
一貫した





































































3 3 3 3 3
法論的ことがらとして捉えられなければなら

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3
じめて兆す













































































3 3 3 3 3
の関与」
をしなければならず













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3
「死」，主語的な
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述語として言象したところのその領域





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
うのではない









































































































































































































































































































































































































































































　 ハ イ デ ガ ー も こ こ の 文 法 状 態 へ































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
は有りえない
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































53） Kant:Kritik der reinenVernunft，S．
287（B．295）．
54） Kant:Kritik der reinenVernunft，S．
606（B．672）．
55） Heidegger:Vorträge und Aufsätze ， 
Neske，Pfullingen，1985，S．248．
56） 西田幾多郎：西田幾多郎集（近代日本思
想体系11），筑摩書房，東京，1974，p．
307．
57） 同上，P．372．
58） 神野志隆光：古事記とはなにか，講談社，
東京，2013，pp．150-151．
